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事例名    他業界とのリレーションにより 

産経新聞の連載コラムで下水道の価値ＰＲ！ 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

「全国紙で下水道の知られざる価値や実態を連載コラム記事として発信！」 

 

 全国で160万部(朝刊)発行している産経新聞。生活面にはレシピや暮ら

しの知恵など主婦向けの話題が詰まっています。その中にある「知って

る？！」というコーナーで「もし昔に戻ったら」というタイトルで下水道

の価値を訴求する記事が連載されまし

た。 

 

広告代理店や新聞媒体とのリレーション

を活かし、下水道の価値を訴求する方法を模

索。そして産経新聞の本コラムに出会いまし

た。コラムの狙いと当社の思いが合致し、取

材に協力。さまざまな資料と情報を提供し、

主婦を読者とする生活面らしく、わかりやす

い言葉でコラムが完成しました。 

 

掲 載 日 

①2011年10月3日(月)、②10日(月)、③17日

(月)、④24日(月)、⑤31日(月)の計5回 

 

テーマ 

①快適さ支える排水システム（内容は右図） 

②震災で分かった大事な役割（電気や水道と違い、下水道は代替が利かない） 

③下水道維持に多大なコスト（使用する水の量と処理水が水道水源になっている事実） 

④水道料金の請求書を確認しよう（実感されていない下水道料金。実際は約20円/人/日ほど） 

⑤役割は増す下水道    （快適な生活に欠かせない下水道。もう少し思いをめぐらせては）

 

エントリー事例の特徴（下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる点など） 

○ 全国紙の朝刊に広告ではなく記事として取り上げられたことで、内容の信憑性が高ま

る。また、記事はネットにもUPされるため、より多くの読者に訴求できた。 

○ 企業が自社製品ではなく、下水道そのもののPRをすることに広告代理店や媒体社の理

解と共感を得られたため、本コラムが実現した。他業界との連携の賜物である。 

○ 新聞に水ビジネスが取り上げられることは多いが、主婦層に響く内容ではないことが

多い。その点、本コラムは主婦向けの紙面の中で、主婦にわかりやすく下水道につい

て価値や役割を紹介した。 


